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間もなく前期が終わろうとしています。この時期につらいのは通知表を作成することです。各教科担任は評価の観点から５段階の評定を出します。評価規準にしたがって客観的に評定を行いますが、一生懸命頑張っている生徒に「１」や「２」をつけるときは教科担任としては、その子の顔が浮かび、ほんとうにつらいものです。（以前は相対評価であり、「５」や「１」の比率が決まっていました。）私に限らず、多くの教師が同じような思いになることでしょう。機械的に評定するだけの教師はまずいないと思います。所見欄にもその子の伸びを願って、よさや課題を記入します。


子どもの頃、よくない成績の通知表をもらって、家へ帰る時のカバンの重さを経験しているだけに、生徒たちの気持ちはよく分かる気がします。逆に成績が上がった時は、カバンも気持ちも軽いものです。


私が学級担任をしていた時、親さんの中には、子どもの通知表を仏壇に供える方もおられました。学期を健康で無事に終えられたことのご先祖様への報告、通知表を書かれた先生への感謝の気持ちからだと聞き、感心しました。


通知表に示されるのは、各教科の評定だけではありません。「行動の状況」や「欠席日数」、係活動等「特別活動の様子」、そして学級担任による「所見」等があります。「行動の状況」については、担任だけでなく、すべての教職員がその子のよさを出し合って記入します。「所見」は学級担任が下書きをし、主任や教頭・校長が目を通し、より適切な表現や意欲を高める書き方をするよう指導します。したがって、学級担任は１人につき約200字程度の下書きと清書をすることになります。何度かの書き直しや訂正等があるからです。通知表は担任が心血注ぐ〝愛の手紙〟と言えるかもしれません。


保護者によっては、ほとんど「５・４・３・２・１」しか見ないという方もありますが、成績よりも生活ぶりを知りたいという思いから、まず「行動の状況」を見るという方もあります。また、「出欠欄」を見て欠席のないことをまず感謝し、ほめる方もあります。通知表のどこを見て、親がまず何を言うのか。そこに親の価値観が表れます。子どもたちはそれを敏感に感じ取るものです。１０月７日（終業式）、笠原中保護者の皆さんはどのような言葉がけをされるでしょうか。　（文責：教頭）





９月１５日（木）『全員全力　～魅せろ笠中魂　築けつながり～』をス


ローガンとして掲げ、全校一丸となって体育大会を行いました。スローガ


ンどおり、開会から閉会後の解団式まで、すべての場面で闘志と思いやり


のあふれる〝笠中魂〟を見せてくれました。競技だけでなく、「一人一役」


で係としてきびきびと動いている姿も中学生らしく、爽やかでした。人目　　　　　　　　　　　　に


にふれないような一人一人の頑張りも、各学級では互いに認め合い、讃え、


合い、分かち合いました。以下に学校全体としての値打ちある姿をご紹介します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


◎全校の（学年を越えた）縦のつながりを深めることができている。


　・全校練習はもちろん、日常生活の取組についても３年生が１.２年


生に助言し、下級生が憧れをもてる姿を見せている。


　　・男女、学年を越えて互いに思いやり、目標（勝利）達成に向けて


心を一つにしている。


　　・団席に待機している学年が、競技を終えてもどってきた選手に声


　　　をかけながら温かく迎えている。


◎自覚をもって集団をけん引するリーダーと、その働きかけに応えよう


とするメンバーである。


　　・信頼やチームワークは日頃の関わりによって強められる。その信念のもと、日常生活の改善点や種目練習での心のもち方等、思いをぶつけ合いながら仲間意識、一体感を各学級・学年で深めていった。


今後は体育大会で育てた力を、さらに合唱祭や学習活動で高めていきたいと思います。　　　　　　　　














�














